
多試料UV照射装置（UV-1048E）は、弊社製のマイクロUV照射装置（UV-1047Xe）のオプションで、最大18検体の試料に

同時にUV照射を行うことができます。UV/Py-GC/MSシステムを用いた高分子材料の劣化評価をさらに効率化します。

UV照射中は試料カップホルダーを回転させることにより、試料への照射強度の均一化を図っています。 また、試料温度は

40から80 ºCの範囲で制御することができます。

• 多数の試料に対して同時にUV照射が可能
 最大で18検体の試料に同時にUV照射することができます。

• 小型、軽量で取扱いが簡単
小型サイズで卓上への設置や移動も簡単です。

• 発生ガス分析や熱分解分析が可能
 UV照射した試料は、発生ガス分析法（EGA-MS）や熱分解(Py)-

GC/MS法により、劣化評価を行うことができます。 多試料UV照射装置 (UV-1048E) とUV光源*

1) 試料を試料カップに採取し試料カップホルダー上に設置します。

2) 照射強度と照射時間および試料温度を設定し、UV照射を開始します。

3) UV照射により劣化した試料を、多機能パイロライザー（EGA/PY-3030Dなど）を用いて、Py-GC/MS法や

EGA-MS法により分析します。

測定手順と装置構成

< 多試料UV照射装置とPy-GC/MSシステム >
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< 測定手順 >
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耐衝撃性ポリスチレン（HIPS）を例として、UV-

1048EとUV-1047Xeによる劣化速度を比較しま

した。

左図に、劣化していないHIPSと、各装置を用い

てUV照射を行い劣化させたHIPSのEGAサーモ

グラムを示します。HIPSはUV照射による劣化が

進行するに従って熱特性が変化し、EGAサーモ

グラム上のピークがブロード化します。

UV-1048Eでは 12時間の照射により 、 UV-

1047Xeで1時間照射した場合と同等のブロード

化が観測されました。この結果から、UV-1047Xe

に対してUV-1048Eでは約1/10程度の速度で劣

化が進行することが分かります。

UV-1048EとUV-1047XeのUV照射による劣化速度の比較
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UV照射中の試料温度 : 60 ºC

試料量 : 約 200 μg （薄膜）
UV照射なし

UV照射なし
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高性能の熱分解装置/金属キャピラリーカラム/粉砕装置の開発・製品化に専念して洗練された製品をお届けしています
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UV-1048Eの仕様

温度コントローラー

電源、消費電力 AC 100 - 240V、25W

多試料照射室 

ヒーター温度範囲 40 ～ 80 ºC

試料カップホルダーの回転速度 毎分 0 – 8 回転

光ファイバーケーブル（UVファイバーバンドル）

耐熱温度（端面） 150 ºC

耐熱温度（全体） 80 ºC

許容曲げ半径 R100 mm

試料カップホルダー（サンプルホルダー18）

最大検体数 18検体

使用可能試料カップ エコカップLF、 横穴エコカップUV（各80 µL） 、エコカップG、エコカップGQ（各50 µL）

ユーザー準備品

UV光源 マイクロUV照射装置 UV-1047Xe

重量・サイズ

重量（Kg） 寸法（幅 mm x 高さ mm x 奥行 mm）

温度コントローラー 5.2 190 x 145 x 280

多試料照射室 5.2 150 x 245 x 230

光ファイバーケーブル 0.2 直径 14 x 長さ 1000（mm）

標準付属品

電源ケーブル, 光ファイバーケーブル、試料カップホルダー, ライトガイド接続口（光ファイバーケーブル
コネクター）
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